
　

「
鉄
道
を
存
続
さ

せ
た
い
」
と
の
想
い

は
何
処
で
も
同
じ
で

あ
る
。
20
年
近
く
赤

字
が
続
く
な
か
、
高

齢
で
退
職
す
る
社
長

の
後
釜
を
公
募
し
た

由
利
高
原
鉄
道
に
は
、

全
国
か
ら
52
名
の
申
し
込
み
が
あ

っ
た
。
通
学
の
小
中
高
校
生
が
７

割
を
占
め
、
少
子
化
が
進
み
経
営

環
境
が
厳
し
い
が
、
沿
線
利
用
者

は
熱
意
を
も
っ
た
人
物
に
将
来
を

託
す
と
存
続
を
願
う
▼
同
じ
第
三

セ
ク
タ
ー
で
、
17
年
連
続
の
赤
字

に
苦
し
む
三
陸
鉄
道
は
、
東
日
本

大
震
災
で
甚
大
な
打
撃
を
受
け
た
。

現
在
は
久
慈
〜
陸
中
野
田
駅
間
、

小
本
〜
宮
古
駅
間
で
運
転
再
開
し

て
い
る
が
、
全
線
運
転
再
開
ま
で

２
〜
３
年
要
し
、
復
旧
費
用
は
１

８
０
億
円
が
見
込
ま
れ
る
。
国
土

交
通
省
は
災
害
復
旧
費
用
の
補
助

率
を
現
行
の
４
分
の
１
か
ら
４
分

の
３
程
度
に
引
き
上
げ
る
と
し
て

い
る
が
、
残
り
４
分
の
１
は
ど
う

す
る
の
か
。
三
陸
鉄
道
に
負
担
能

力
は
な
い
。
岩
手
県
と
沿
線
市
町

村
に
と
っ
て
も
数
十
億
円
の
負
担

は
重
過
ぎ
る
▼
震
災
後
、
全
国
の

鉄
道
会
社
・
鉄
道
フ
ァ
ン
に
三
陸

鉄
道
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
や
乗
車
券

の
販
売
・
購
入
が
拡
が
っ
て
い
る
。

せ
ん
べ
い
や
開
運
グ
ッ
ズ
、
運
転

士
「
久
慈
り
あ
す
」
の
フ
ィ
ギ
ュ

ア
を
は
じ
め
、
不
通
区
間
の
硬
券

き
っ
ぷ
や
回
数
券
の
購
入
で
、
支

援
と
早
期
復
旧
を
願
っ
て
の
こ
と

だ
。
三
陸
鉄
道
支
援
Ｃ
Ｄ
も
発
売

と
な
っ
た
。
地
方
本
部
も
６
月
10

日
、
集
ま
っ
た
義
援
金
か
ら
三
陸

鉄
道
復
旧
財
源
と
し
て
岩
手
県
に

寄
付
し
て
い
る
▼
沿
岸
地
域
は
三

陸
鉄
道
が
無
け
れ
ば
ま
ち
が
い
な

く
衰
退
し
て
い
た
。
鉄
道
は
「
住

民
の
足
」
「
観
光
路
線
」
と
し
て

だ
け
で
な
く
、
被
災
地
の
復
興
の

た
め
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
国
の
全
面
的
な

支
援
は
も
と
よ
り
、
接
続
す
る
八

戸
線
・
山
田
線
・
大
船
渡
線
等
の

復
旧
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
も
全
力
を
あ

げ
て
ほ
し
い
（
力
）
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拡大キャッチコピー
「新しい仲間づくりを
                   皆の力で」

「一緒に解消しませんか、
      あなたの疑問。
           加入まってます」

　

２
０
１
０
年
12
月
５
日
東
北
新
幹
線
八
戸
・
新
青
森
間
が
延
伸
開
業
し
、
半
年
が
経
過
し
た
。
多
く
の
青
森
県

民
が
待
ち
望
ん
で
い
た
新
幹
線
延
伸
開
業
で
は
あ
る
が
、
そ
の
光
の
陰
で
八
戸
・
青
森
間
が
Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら
「
青

い
森
鉄
道
」
へ
経
営
移
管
さ
れ
た
。
青
い
森
鉄
道
は
目
時
〜
青
森
間
１
２
１
・
９
Ｋ
ｍ
と
日
本
最
長
の
第
三
セ
ク

タ
ー
と
な
り
、
北
海
道
と
首
都
圏
を
結
ぶ
物
流
の
大
動
脈
の
一
役
も
担
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
輸
送
指
令
間
の
連

携
問
題
等
、
半
年
を
経
過
す
る
中
で
数
多
く
の
課
題
も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

地
方
本
部
は
、
青
い
森
鉄
道
の
実
態
を
把
握
し
、
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
出
向
者
に

と
っ
て
重
要
で
あ
る
と
位
置
付
け
、
７
月
10
日
、
青
森
市
「
は
れ
や
ま
旅
館
」
で
「
青
い
森
鉄
道
出
向
者
交
流
会
」

を
開
催
、
出
向
組
合
員
や
関
係
分
会
代
表
ら
30
人
が
出
席
し
た
。
多
く
の
職
場
実
態
が
報
告
さ
れ
、
実
り
多
き
交

流
会
と
な
っ
た
。

　

　

２
０
０
７
年
８
月
４
日
、
私
は

か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
緊

張
感
と
不
安
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
国
労
本
部
委

員
長
と
し
て
「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事

件
」
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
会
社
と
の
「
紛

争
和
解
交
渉
」
を
中
心
と
す
る
難

題
を
前
に
、
大
変
重
い
責
任
の
な

か
に
逡
巡
し
て
い
ま
し
た
。
幸
い

に
も
盛
岡
地
方
本
部
組
合
員
の
皆

さ
ん
の
励
ま
し
を
受
け
て
、
不
十

分
な
が
ら
も
職
責
を
全
う
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

１
９
４
７
年
６
月
、
国
鉄
労
働

組
合
結
成
以
来
の
道
の
り
は
本
当

に
平
坦
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
温
故
知
新
」
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
。

　

国
労
結
成
か
ら
２
年
後
の
１
９

４
９
年
行
政
整
理
・
定
員
法
と
の

闘
い
に
は
じ
ま
り
、
ス
ト
権
奪
還

闘
争
（
１
９
６
０
年
）
と
２
０
２

億
円
損
賠
訴
訟
攻
撃
、
５
万
人
反

合
理
化
闘
争
（
１
９
６
７
年
）
、

国
鉄
再
建
計
画
（
１
９
７
０
年
）

と
の
闘
い
、
そ
し
て
１
９
７
１
年

の
マ
ル
生
攻
撃
と
の
闘
い
、
さ
ら

に
24
年
余
に
わ
た
っ
て
闘
い
続
け

ら
れ
た
「
分
割
民
営
化
」
と
の
闘

い
に
次
ぐ
闘
い
の
歴
史
で
し
た
。

　

こ
の
歴
史
は
、
多
く
の
先
人
・

先
輩
方
の
汗
と
涙
に
ま
み
れ
な
が

ら
も
英
知
と
団
結
に
守
ら
れ
た

日
々
の
闘
い
の
継
続
と
し
て
引
き

継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
四
半
世
紀

に
も
及
ぶ
長
い
闘
い
と
な
っ
た

「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
」
の
終
結
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
感

慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
私
自

身
こ
の
歴
史
的
な
瞬
間
、
国
労
運

動
に
携
わ
っ
た
一
人
と
し
て
生
涯

忘
れ
る
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
ら
た
め
て
こ
の
４
年
間
、
盛

岡
地
方
本
部
組
合
員
の
皆
さ
ん
に

支
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝

と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

国
労
に
は
結
成
以
来
63
年
余
に

わ
た
っ
て
積
み
上
げ
て
き
た
運
動

の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

「
ら
せ
ん
状
」
的
発
展
、
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
が
ま
さ
に
言
葉

ど
お
り
に
、
ひ
る
む
こ
と
な
く
、

た
ゆ
ま
ず
闘
い
続
け
て
き
た
歴
史

で
す
。
私
た
ち
は
、
団
結
し
て
闘

い
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
の

道
が
開
け
る
こ
と
を
学
ん
で
き
ま

し
た
。

　

新
た
な
運
動
の
出
発
点
に
立
っ

た
国
労
が
引
き
続
き
、
「
ら
せ

ん
状
」
的
運
動
の
発
展
と
組
織
の

再
構
築
を
め
ざ
し
て
ご
奮
闘
さ
れ

る
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
、
退
任

に
あ
た
っ
て
の
御
礼
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

「
青
い
森
鉄
道
」
は
社
員
数
２

７
６
名
体
制
で
運
営
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ

か
ら
の
出
向
者
１
５
７
名
（
内
、

１
名
は
Ｊ
Ｒ
貨
物
。
他
は
Ｊ
Ｒ
東

日
本
）
、
プ
ロ
パ
ー
86
名
、
契
約

社
員
33
名
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

国
労
組
合
員
の
出
向
者
は
、
駅
関

係
1
2
名
、
設
備
関
係
29
名
の
合

計
41
名
と
な
っ
て
い
る
。

　

交
流
会
は
、
今
年
１
月
９
日
に

開
催
さ
れ
た
「
青
森
支
部
第
１
回

地
区
協
・
分
会
代
表
者
会
議
」
で

当
該
出
向
組
合
員
か
ら
の
実
態
報

告
と
問
題
提
起
を
受
け
て
計
画
さ

れ
、
当
初
の
３
月
13
日
開
催
予
定

が
「
東
日
本
大
震
災
」
の
発
生
で

７
月
の
開
催
と
な
っ
た
。
７
月
10

日
当
日
も
午
前
に
発
生
し
た
地
震

に
よ
り
東
北
新
幹
線
が
一
時
運
転

見
合
わ
せ
と
な
り
開
催
が
危
ぶ
ま

れ
た
が
、
幸
い
に
も
定
刻
に
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

交
流
会
は
、
小
林
副
委
員
長
の

開
会
挨
拶
で
始
ま
り
、
齋
藤
委
員

長
を
座
長
に
選
出
。
佐
々
木
書
記

長
か
ら
の
開
催
ま
で
の
経
過
、
職

場
実
態
報
告
の
柱
、
組
織
拡
大
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
の
報
告
と
提

起
を
受
け
職
場
実
態
の
報
告
に
入

っ
た
。

　

出
向
組
合
員
が
各
々
の
職
場
実

態
等
を
つ
い
て
、
「
機
械
、
土
木
、

保
線
、
建
築
が
一
緒
の
職
場
。
人

数
が
少
な
く
、
担
務
増
。
プ
ロ
パ

ー
へ
の
技
術
継
承
が
課
題
で
あ
り
、

青
い
森
鉄
道
と
し
て
も
模
索
中
」

「
業
務
用
資
料
が
職
場
に
不
足
し
、

困
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
側
と
違
っ
て

系
統
別
の
指
令
体
制
に
は
あ
ら
ず
、

現
場
・
指
令
間
の
意
思
疎
通
が
う

ま
く
図
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
」

（
設
備
）
、
「
乗
務
員
も
同
室
で

休
憩
す
る
た
め
、
落
ち
着
い
て
休

め
な
い
。
乗
務
員
休
憩
室
の
新
設

を
求
め
た
い
」
「
列
車
ダ
イ
ヤ
が

乱
れ
て
い
る
際
の
指
令
か
ら
の
指

示
・
連
絡
が
遅
く
、
接
続
で
現
場

が
大
変
」
「
車
両
入
換
の
経
験
者

が
少
な
く
、
車
両
故
障
等
の
異
常

時
対
応
が
心
配
。
業
務
用
車
の
配

置
が
な
く
、
八
戸
駅
構
内
最
北
ポ

イ
ン
ト
へ
向
か
う
足
が
な
い
。
ポ

イ
ン
ト
不
転
換
時
の
対
応
に
長
時

間
を
要
す
る
こ
と
に
」
（
運
輸
）

等
々
と
報
告
さ
れ
、
経
営
基
盤
の

脆
弱
さ
が
職
場
環
境
・
労
働
条
件

に
如
実
に
表
れ
て
い
る
こ
と
や
、

指
令
体
制
や
各
Ｊ
Ｒ
輸
送
指
令
・

「
ぎ
ん
が
指
令
」
と
の
連
携
、
職

場
に
お
け
る
技
術
継
承
に
大
き
な

課
題
が
あ
る
こ
と
が
改
め
て
明
ら

か
に
な
っ
た
。
出
さ
れ
た
問
題
等

に
つ
い
て
は
「
青
森
県
新
幹

線
・
並
行
在
来
線
対
策
会
議
」
と

連
携
し
改
善
を
求
め
る
取
り
組
み

を
強
め
て
い
く
こ
と
と
し
、
出
向

者
の
労
働
条
件
に
つ
い
て
は
出
向

元
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
会
社
に
対
す
る
取

り
組
み
も
検
討
し
て
い
く
こ
と
を

全
体
で
確
認
し
た
。

　

地
方
本
部
は
、
運
輸
職
場
の
改

善
要
求
と
し
て
国
労
盛
地
申
第
13

号
（
７
月
６
日
）
で
「
列
車
遅
延

時
や
異
常
時
の
『
青
い
森
指
令
』

の
情
報
提
供
の
あ
り
方
の
改
善
」

を
盛
岡
支
社
に
求
め
て
い
る
。
指

令
間
の
不
十
分
な
連
携
は
、
利
用

者
の
み
な
ら
ず
、
乗
務
員
・
駅
社

員
へ
も
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
団
体
交
渉
で
の
議
論
と

な
る
が
、
「
安
全
・
安
定
輸
送
」

の
確
立
と
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
向
上

に
向
け
、
取
り
組
み
を
強
め
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

◇

　

地
方
本
部
は
、
7
月
10
日
青
森

市
の
「
は
れ
や
ま
旅
館
」
で
13
時

15
分
か
ら
「
東
北
新
幹
線
青
森
駅

開
業
・
並
行
在
来
線
対
策
会
議
」

を
開
催
し
た
。

　

会
議
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
対
策

委
員
会
の
取
り
組
み
を
確
認
す
る

と
と
と
も
に
、
東
北
新
幹
線
が
開

業
し
た
今
日
、
同
対
策
会
議
の
名

称
を
「
並
行
在
来
線
対
策
会
議
」

に
変
更
し
、
Ｉ
Ｇ
Ｒ
と
青
い
森
鉄

道
の
維
持
・
存
続
に
む
け
、
交
通

基
本
権
の
制
定
も
視
野
に
、
国
労

の
政
策
提
言
実
現
に
む
け
見
直
し

す
る
こ
と
と
し
た
。
対
策
委
員
会

の
構
成
は
、
地
本
、
支
部
、
職
能

別
・
貨
物
協
議
会
代
表
者
で
構
成

し
て
い
る
。

　

当
面
の
取
り
組
み
と
し
て
、
Ｉ

Ｇ
Ｒ
出
向
者
と
青
い
森
鉄
道
出
向

者
の
交
流
会
を
検
討
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
る
。

青い森鉄道
出向者交流会

髙橋伸二委員長
退任あいさつ

貨物協団結キャンプ

＝
出
向
者
の
労
働
条
件
改
善
に
努
力
す
る
＝

半
年
を
経
過
し
多
く
の
改
善
課
題

半
年
を
経
過
し
多
く
の
改
善
課
題

「今年も記念の撮影」

如
実
に
表
れ
る
経
営
基
盤
の
脆
弱

　

盛
岡
貨
物
協
主
催
の
団
結
キ
ャ

ン
プ
が
７
月
23
日
〜
24
日
、
岩
手

県
滝
沢
村
・
相
の
沢
キ
ャ
ン
プ
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
組
合
員
・

家
族
・
来
賓
を
合
わ
せ
36
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
プ
は
髙
橋
盛
岡
貨
物
協

議
長
、
来
賓
の
大
越
東
北
貨
物
協

事
務
長
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
今
年
は
い
つ
も
と
趣
向
を
変

え
て
、
そ
ば
打
ち
を
池
内
博
（
盛

岡
貨
物
分
会
）
さ
ん
が
披
露
し
他

に
４
人
の
方
が
そ
ば
を
打

ち
ま
し
た
。
出
来
上
が
り

は
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
ま
し
た

が
、
お
い
し
い
そ
ば
を
頂

き
ま
し
た
。
他
に
は
盛

岡
・
八
戸
・
青
森
の
分
会

が
用
意
し
た
カ
レ
ー
・
焼

き
そ
ば
・
イ
カ
焼
き
・
ホ

タ
テ
・
イ
ワ
ナ
な
ど
を
食

べ
、
酒
を
酌
み
交
わ
し
語

り
、
組
合
員
・
家
族
が
団

結
を
深
め
合
っ
た
キ
ャ
ン

プ
に
な
り
ま
し
た
。

報
告
・
盛
岡
貨
物
分
会　

　
　
　
　
　

戸
田　

智
章

36
人
の
参
加
で
今
年
も
交
流

「
そ
ば
打
ち
に
４
人
が
挑
戦
」

I
G
R
・
青
い
森
鉄
道
の
維
持
・
存
続
に
む
け

地
本
「
並
行
在
来
線
対
策
会
議
」
を
設
置

不
採
用
事
件
の
終
結
、感
慨
深
く

　

携
わ
っ
た
１
人
と
し
て
生
涯
忘
れ
な
い


